
  
 

学校だより第７号 
令和６年７月９日 
武雄市立橘小学校 

   校長 坂井 文明  
 

― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

  

   

学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育の推進   ☆コミュニティ・スクールの導入促進   

 

 
                
 

 夏休みまでの修学旅行や田んぼの学校、営農学級など大きな行事も無事終了し、夏休みが目
の前に迫ってきました。子どもたちには、夏休みを楽しく迎えるためにも、今一度、安全面に
配慮し、決まりを守って正しく過ごすように指導しています。 
 ７月１日は、梅雨前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、局地的に激しい雨が降り大
雨洪水警報が発令されました。雨が落ち着いた後も、橘町では、時間差での山からの水と有明
海の１８時ごろの満潮の影響もあり、河川の水かさが増し、校区内を巡視
し、急遽、下校時間を早めることになりました。保護者の方が仕事中である
ため、不在のまま帰すわけにはいかず、また、１５時以降に雨が落ち着く予
報が出ていましたので、１５時下校の判断となりました。集団下校で、職員
が引率しましたが、箇所によっては、冠水や危険個所も考えられたことか
ら、消防団との情報交換や連携を取り、危機を回避しながらの下校となり
ました。結果は、夕方は、水位が下がったのですが、保護者の皆様の臨時の
元JA跡や橘公民館への自動車でのお迎え、途中までの徒歩でのお迎え、地
域の皆様、そして、子どもの安全を一番に見守っていただいた消防団の協
力があり、無事、下校できたのだと感謝の気持ちでいっぱいです。ご協力誠
にありがとうございました。 
 
 
６月２８日（金）に、５年生が学校近くの「学習田」で田植えを行いました。種まきから

約一か月。学校の敷地内で一生懸命お世話をしてきた苗を、丁寧に植えていきました。 
 この日の活動でも、種まきに続き、ＪＡ、区長会、田
んぼの学校、ちゃりんこクラブ、育友会施設部員さんな
ど、多くの地域の方にご協力いただきました。 
 梅雨の合間でしたが、天気にも恵まれ、泥んこになり
ながら元気いっぱいに苗を植えました。ときわ祭でのも
ちつきが楽しみです。 
 
 
 ６月２８日（金）５校時に６年生を対象に学校医であるまつお内科眼
科の松尾 功先生を講師に招いて、防煙教室を行いました。タバコを吸
うと肺ガンや脳卒中にかかりやすくなることや、「麻薬」と同じで中毒
になりやすく、本人だけではなく家族も病気になりやすいことなど、わ
かりやすく教えていただきました。子どもたちにとって、タバコと真剣
に向き合い考えた貴重な時間となりました。 
 
 

1 木 ・プール開放 17 土

2 金 ・プール開放 18 日

3 土 19 月

4 日 20 火

5 月 21 水

6 火 22 木

7 水 23 金

8 木 24 土 ・夏季休業終了

9 金 25 日 ・育友会親子除草作業6:30～

10 土 26 月 ・始業集会　・平常３校時（給食なし）

11 日 祝・山の日 27 火 ・学級活動　・５年生田んぼの生き物調べ①②　・委員会活動⑤　・全校５時間授業

12 月 ・振替休日 28 水 ・鼓笛練習

13 火 ・学校閉庁日 29 木 ・学級活動

14 水 ・学校閉庁日 30 金 ・学級活動　・西部教育事務所学校訪問

15 木 ・学校閉庁日 31 土

16 金 ・学校閉庁日


